市議会だより原稿用紙　　（日本共産党）　（石井通春）
↓ここから記入してください。　
標題１：市立病院の給食、民間委託は正しいか
（問）来年度から実施予定の市立病院の給食民間委託は、平成26年現場を管掌する臨床栄養課報告は委託NOの決定をしているが、なぜ覆ったのか。
（答）報告では人件費の法定福利費の除外や、収入増を見込んでいない面があり、検討しなおした。
（問）病院の経営の中枢を決める会議（経営戦略会議）議事録には、その間給食について議論された形跡がない。一体、どこで決められたのか？
（答）会議等は開いてないが、臨床栄養課と病院幹部と意思疎通を図っているので、十分検討している
（問）入院すれば誰しもお世話になる病院食の委託を市民誰一人にも知らさずに進めるのは、民主的な進め方と言えるか
（答）院内の厨房で調理をし、市職員の管理栄養士が献立を作るので病院食の質の低下はない。改めて住民説明会など行わなくても議会で議論されればよいと判断している
（問）委託の最大の理由は、調理師の人手不足だが、静岡県栄養士会会長は栄養士会に声掛けもせずに委託を進めるのは怠慢だと発言していた。市立病院は人材確保のためにやれるだけの事をしたのか
（答）ハローワークや広報ふじえだ、ホームページなどで募集した。栄養士も調理をしているが、調理のプロは調理師であり栄養士会に声掛けはしない
（問）委託によって、赤字は減らずに、逆に毎月200万~300万、年間2500万程度黒字が減る試算をしている。市民の理解は得られるのか？
（答）委託によって支出が増えるのは間違いない。

（問）現在、管理栄養士と調理師は共に市の職員であるが、調理師が委託会社社員になれば献立を作る管理栄養士が調理師に直接の指示が出来なくなる。複雑な職場環境を作り、病院食の質の向上はありえないのではないのか。
（答）指示は出来なくなるが、受託会社側に現場リーダーを置く契約を行い、業務が内容通りに行われているかチェックするので問題ない。
（問）委託によるメリットもはっきり示せずに、市民合意なく進めてきた委託は撤回すべきだ。
（答）質の低下はないので撤回は考えない。
